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※くすりをたくさん飲めば体調が良くなる
　ということはありません。

※くすりによっては、命の危険が伴うので
　やめてください。
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相互作用で起こること
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●加齢による身体機能の低下
加齢により肝臓や腎臓の働きが
低下しているので、くすりが排
泄されにくくなります。
くすりが体内に留まる時間が長
くなると副作用のリスクが高く
なってしまいます。

70歳の腎臓機能は30歳の腎臓機能の
半分になるといわれています。
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●自分のくすりを理解して正しく使いましょう。
　自己判断で止めない、飲まない！

●おくすり手帳を活用して、医師や薬剤師にご自分の
　くすりのことを伝えましょう。

●他の人にくすりをあげない、もらわない。

いつもと違う、変だなと思ったら……

かかりつけ医
やかかりつけ薬剤師・薬局に相談しましょう!
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直射日光が当たる場所、高温・多湿な場所は避ける

※坐薬、シロップ剤等は冷蔵庫で
　保管する場合が多いです

くすりの袋には、用法用量が記載されているので、
くすりを別の容器へ移さないようにしましょう

●子どもの手の届かないところに保管

●万が一、子どもが誤飲した場合、
　子どもの状態やくすりの名称、
　飲んだ量を確認し、相談機関に
　連絡して下さい

くすりの袋や説明書は使い切るまで大切に保管する

※おくすり手帳にもしっかり記録を
　取りましょう

●古いくすりは、効果が正しく出ない場合があるので、
　使わないようにしましょう

●シロップ剤は長期間の保存ができませんので、早めに
　使用しましょう

●目薬については、開封後１ヶ月を目安に使用しましょう

残ったくすりについては、医師や薬剤師に相談して、再度利用
するか、廃棄しましょう。
自宅で廃棄する場合は、紙や袋などに包んで、各自治体の分別
方法に従い廃棄しましょう。
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病院やクリニックで出された処方せんは、かかりつけの薬局に持って
いきましょう。

お住まいに近く、利用したことの
ある薬局の中から相談しやすい
薬剤師が居る薬局があれば、選ん
でみましょう。
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薬剤師は、様々な病気の治療に使われるく
すりの専門家です。
くすりだけでなく、サプリメントや健康に
関する相談にもアドバイスできます。

くすりや健康に関することは、何でも質問
してみましょう。
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